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O-sonae and Kagezen
Sharing Food with Absent People
The objective of this paper is to explore the meaning contained in the appar-
ently irrational act of preparing food that will never be consumed by the persons for 
which it is intended, based on a survey of the views of 75 persons with regard to the 
acts of kagezen (a tray of food for temporarily absent people) and o-sonae (an of-
fering to the dead—people who will never return). The study revealed that kagezen, 
which is thought to have been a custom related to war, is still practiced, and that 
o-sonae functions as a mechanism for sharing food with closely related deceased 
and conversing with them. O-sonae appears to be used by the living as a means of 
expressing the thought that they will not forget closely related deceased. The insti-
tutionalization of o-sonae also appears to help the living to avoid nihilistic thoughts 
by furnishing a peaceful image of the deceased and encouraging them to believe in 














































の事例［赤嶺 2002: 12; 新谷 1995: 258 など］のみならず、海外の事例としてメキシコの「死者の日」











































特別の限定された日（お盆・命日・春秋の彼岸など）のお供え 死者 一回性 非日常性

























































































表 2　調査協力者 75 名の男
女別年齢構成
年齢 女性 男性
20 歳代 2 0
30 歳代 1 1
40 歳代 6 1
50 歳代 15 3
60 歳代 21 3
70 歳代 11 5
80 歳代 1 1

























熊本県 芦北町（1） 兵庫県 芦屋市（1）
大分県 別府市（1） 富山県 魚津市（1）
大阪府 豊中市（2） 沖縄県 名護市（1）











ある者（表中①～④と⑥、⑤の 8 人）が圧倒的多数を占め、義理関係（⑤の 4 人と⑦）の約 3.5 倍、
「ご先祖様」（⑧）の約 2 倍に当たる。
４．調査からみえてくる「蔭膳」―過去から現在への連続―













以下の 3 つの変数が関わっていることが想定されよう。3 つの変数とは、第 1 に、調査地点の多
くが地方都市であるとの調査地点の変数である。調査協力者の居住地は広範囲だが、南九州地区









































































































6 点示した上で、「お供え」の孕む意味を考える際に、捨てがたい事例を鹿児島県外から 2 点示
している。さらに、これらの事例から考察されたことを提示する（11）。
（２）調査結果の考察









































































































































も そ ば に
も。
お茶・ご飯






























































































































































































は 常 時 お 供
え し て い る。 





















































































































その他、死者と食に触れたものに、［板橋 2002; 井之口 1950; 倉田 1978; 五来 1992; 新谷 1995; 関
沢 2004; 福田ほか 2006; 宮家 1980; 宮田 1999; 山口 1975（1938）など］がある。
（5） 杉浦はこう分類し解説しているが、「末期の水」の時期については死ぬ前か後かの異なる解釈が
あると提示するものもある［五来 1992］。
（6） この習俗については、桜井の署名入り記事でも登場する（東京新聞、昭和 38（1963）年 3 月 22 日、夕刊）。






性忌避する習俗」が紹介されている［枕崎市誌編さん委員会編 1990: 605; 若林 1998: 50］。逆に、
船霊のエビス様が女性故に女性が尊ばれる民俗も存在している。帆船時代に船霊のエビス様を
安置する特別な行事があったが、「その前日に船大工は 12 才以下の初潮をみない女子に御神体












（12） 「故人」とは表 5 でいう①～⑦を、「先祖」は⑧を示す。なお「養父母」は父母に含め、「養母の
息子」は義理のきょうだいに含めている。
（13） 高齢のこの調査協力者の方は自分が長男の家に嫁に来た身なので、自分の実家の両親を嫁ぎ先
38
「お供え」と「蔭膳」（佐々木）
で祀ることは大きな声ではいえないことと認識している。
（14） 「生と死の中間領域の縮小化が進行し、死穢忌避観念の希薄化とともに死者そのものが祟る死霊
から親愛なる死者個人へと変化」していると、［関沢 2004: 178］は指摘している。
（15） ［鈴木 2004］は、遺影が部屋に飾られ、残された家族の日常生活空間に位置づけられている実態
を調査を通じて明らかにしている。その遺影は時には祈願対象にもなりながらも、故人を記憶
し続けるメディアとして機能していることを論証している。
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